長期海外研究派遣 (ＲＬ：６０日間程度) 支援　申請書

日本学術振興会　若手研究者海外派遣事業・組織的な若手研究者等海外派遣プログラム

「若手生命科学研究者による国際共同研究拠点形成を目指した海外派遣計画」
	申請日
	　平成　　　年　　　月　　　日
	＊受付番号（事務担当記入欄）



	 申請者氏名(ふりがな）印または署名
	印または署名してください

	生年月日
	西暦　　　　年　　　　月　　　　　日　（　　　歳）

	申請者所属分野と職名
	所属分野名：
職名：

	eメールアドレスと昼間連絡のつく電話番号
	 eメール：

 電話番号：

	分野代表者の所属、　氏名、印または署名
	所属：　　　分野
氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印または署名してください

	過去２年間に他の経費により海外派遣の支援を受けた実績
	１．１）渡航期間　平成○○年に○日間、２）支援を受けた経費の名称、　　　　　３）支援金額、４）渡航先と内容、（複数ある場合には、すべてを記載）

２．

	派遣予定期間
	　平成　　　年　　　月　　　日　〜　平成　　　年　　　月　　　日

	派遣先研究機関等の
名称および所在地
	所在地：
名称：

	交通手段・交通費等見積額と内訳 (割引運賃の利用を原則とする）


	交通手段：

往復の交通費：（すでに海外に派遣されている者については、往路または
　　　　　　　　帰路のみの支援となる場合があります脚注1）。）
滞在費：大学の規定により、身分、派遣先、滞在期間に従って一定の
　　　　滞在費が支払われます。

	派遣先研究機関等で

実施する予定の活動・共同研究等の内容


	

	派遣事業へ申請を希望する理由
	

	申請者が現在行っている研究の内容について
	

	申請者の英語能力（TOEICあるいはTOEFLの得点ほかの、第３者機関による英語能力評価証明書の提出が好ましい）、海外への留学・派遣経験の有無等、参考となる事項があれば記入して下さい。
	


· 本申請書はA4版用紙2枚にまとめ、両面印刷したものを提出して下さい。
脚注１：留学中の教員等（休職中も含む）にも本支援の支給は可能であり、派遣先で給与の支給を受けることについても問題はありません（この場合、大学からの給与は支給されません）。長期派遣（留学）の最初あるいは最後の60日間程度を本事業で支援する場合には、滞在費を支給しますが、渡航費については往路または復路のみの支給となります。長期派遣（留学）の期間中の本事業による支援については、渡航費は支給されませんが、滞在費を支給できます。
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